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上
山
　
成
彦
さ
ん

（
鹿
児
島
市
）

プ
ラ
ン
テ
ム
タ
ナ
カ
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業
務
内
容
は
。

　
主
に
ポ
ン
プ
設
備
工
事

の
機
械
設
備
設
計
を
は
じ

め
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
に
よ
る
図
面

作
成
、
強
度
計
算
に
加
え
、

現
場
管
理
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
弊
社
の

サ
ー
バ
ー
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
管
理
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
業

務
、
広
報
や
Ｐ
Ｒ
活
動
と

多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。

　
　
　
　
心
掛
け
は
。

　
常
に
〝
仕
事
を
楽
し
む

方
法
〟
を
考
え
て
い
ま
す
。


代
の
こ
ろ
は
仕
事
の
こ

と
ば
か
り
考
え
メ
リ
ハ
リ

の
な
い
生
活
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。
今
は
、
仕
事

と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
を
使
い

分
け
る
た
め
に
仕
事
を
分

担
し
、
ど
う
し
た
ら
効
率

よ
く
仕
事
が
で
き
る
か
を

考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
は
。

　
休
み
の
日
に
は
娘
と
動

物
園
や
公
園
で
一
緒
に
遊

び
、
娘
の
笑
顔
が
癒
や
し

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
週
３
日
は
３
㎞
の

ラ
ン
ニ
ン
グ
で
心
も
体
も

ス
ッ
キ
リ
で
す
。

■プロフィール
法政大学経営学部卒業。1978
年に鹿屋市役所に入庁、企画
財政部長などを経て2014年
から現職。歳。
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鹿
屋
市
は
、
人
口

万
人
を
擁
す
る
大
隅
半
島
の
行

政
・
経
済
・
産
業
の
中
核
を
担
う
都
市
。
東
九
州
自
動

車
道
・
鹿
屋
串
良
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
接
続
す
る
大
隅
縦
貫
道

も
整
備
中
で
、
人
と
モ
ノ
の
交
流
が
一
段
と
加
速
し
地

域
産
業
の
活
性
化
や
、
交
流
人
口
の
増
加
も
期
待
さ
れ

る
。
こ
う
し
た
地
域
の
状
況
を
踏
ま
え
、
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
原
口
学
副
市
長
に
市
の
魅
力
や
建
設
業
に

期
待
す
る
こ
と
な
ど
を
聞
い
た
。

（
聞
き
手
・
水
迫
伸
哉
鹿
屋
支
局
長
）
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市
の
特
徴
や
魅
力
は
。

　
本
市
に
は
、
日
本
最
大
級
の

規
模
を
誇
る
「
か
の
や
ば
ら
園
」

が
あ
り
、
８

の
広
大
な
敷
地

に
１
５
０
０
種
、
３
万
５
０
０

０
株
の
バ
ラ
が
植
え
ら
れ
て
い

る
。
昨
年
は
、
ウ
ェ
ル
カ
ム
ガ

ー
デ
ン
や
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
等

を
整
備
。
今
年
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
記
念
と
し
て
「
か

の
や
ば
ら
祭
り
２
０
２
３
春
」

を
開
催
し
、
多
く
の
来
場
者
で

に
ぎ
わ
っ
た
。

　
　
　
　
地
域
の
魅
力
を
高
め
て

い
く
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
に

つ
い
て
。

　
東
九
州
自
動
車
道
も
、
２
０

２
１
年
に
「
鹿
屋
串
良
Ｊ
Ｃ
Ｔ

～
志
布
志
Ｉ
Ｃ
間
」
が
開
通
。

鹿
屋
串
良
Ｊ
Ｃ
Ｔ
か
ら
接
続

す
る
大
隅
縦
貫
道
も
整
備
中

で
、
人
と
モ
ノ
の
交
流
が
一
段

と
加
速
し
地
域
産
業
の
活
性
化

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
こ
の
よ

う
な
中
、
将
来
の
鹿
屋
・
大
隅

地
域
を
支
え
る
重
要
な
産
業
基

盤
と
な
る
と
と
も
に
、
若
者
等

の
定
着
に
つ
な
が
る
新
た
な
工

業
団
地
の
計
画
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
と
な
る
「
基
本

計
画
」
を
策
定
中
で
、
早
期
完

成
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

面
と

サ
ッ
カ
ー
場
１
面
を
有
す
る
運

動
施
設
の
整
備
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　
　
　
　
地
方
建
設
業
の
育
成
対

策
は
。

　
建
設
業
界
に
お
け
る
働
き
方

改
革
の
一
環
と
し
て
、
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
、
仕
事
を
効

率
化
す
る
な
ど
の
取
り
組
み
が

求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
本
市

に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
工
事
（
情
報
化
施
工
、
遠
隔

臨
場
、
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
）

や
建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス

テ
ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
に
対
応
す

る
た
め
関
係
要
領
を
策
定
し
、


年
４
月
か
ら
工
事
成
績
評
定

の
加
点
対
象
と
し
た
。

　
　
　

　
　
建
設
業
界
に
向
け
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
魅
力
あ
る
産
業

に
な
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ
ス
は
。

　
地
域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
地

域
社
会
の
安
全
安
心
を
確
保
す

る
「
地
域
の
守
り
手
」
と
し
て
、

市
民
生
活
や
地
域
経
済
を
支
え

る
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
特
に
、
各
地
で

発
生
す
る
自
然
災
害
に
お
い
て
、

早
期
復
旧
に
多
大
な
尽
力
を
い

た
だ
き
感
謝
し
て
い
る
。

　
本
市
で
は
、
発
注
し
た
建
設

工
事
に
お
い
て
他
の
模
範
と

認
め
ら
れ
る
優
良
工
事
等
の

表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
の

建
設
業
界
の
担
い
手
と
な
る

人
材
の
確
保
と
育
成
を
推
進

す
る
た
め
、
若
手
技
術
者
表

彰
も
新
た
に
創
設
し
た
。
今
後

と
も
、
発
注
者
と
受
注
者
双
方

で
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

副市長に聞く！

　
防
衛
省
は
、
今
後
５
年
間
で
約
４
兆
円
規
模
の
工
事

発
注
を
見
込
む
自
衛
隊
施
設
の
強
靱
化
事
業
に
つ
い
て
、

特
に
事
業
規
模
が
大
き
な
地
区
（
基
地
、
駐
屯
地
）
で
は
Ｅ
Ｃ
Ｉ
方
式
、

比
較
的
小
さ
な
地
区
で
は
総
合
評
価
方
式
（
設
計
付
工
事
発
注
タ
イ
プ
）

を
適
用
す
る
。
単
体
の
地
区
だ
け
で
も
多
数
の
建
築
・
改
修
が
必
要
と
な

る
た
め
、
両
方
式
と
も
に
個
々
の
工
事
で
は
な
く
、
地
区
単
位
で
ま
と
め

て
発
注
す
る
。
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◆
イ
ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整

備
局
は

日
午
後
３
時


分
か
ら
、
福
岡
市
の
同
局

で
地
方
公
共
団
体
職
員
向

け
の
九
州
・
沖
縄
ブ
ロ
ッ

ク
「
広
域
的
・
戦
略
的
イ

ン
フ
ラ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ

ミ
ナ
ー
」
を
開
く
。
同
省

が
３
月
に
作
成
し
た
「
イ

ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に

お
け
る
包
括
的
民
間
委
託

導
入
の
手
引
き
」
の
説
明

や
先
進
事
例
（
熊
本
県
玉

名
市
、
沖
縄
県
宮
古
土
木

事
務
所
）
の
紹
介
な
ど
が

あ
る
。

　
給
水
工
事
技
術
振
興
財

団
は
２
０
２
３
年
度
給
水

装
置
工
事
主
任
技
術
者
試

験
を

月

日
、
九
州
や

関
西
な
ど
全
国
８
地
区
で

実
施
す
る
。
受
験
料
は
２

万
１
３
０
０
円
。
申
し
込

み
は
７
月
７
日
ま
で
。

　
主
な
受
験
資
格
は
、
給

水
装
置
工
事
に
関
し
て
３

年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
者
娃
な
ど
を
求
め
て

い
る
。

　
試
験
内
容
は
、
①
公
衆

衛
生
概
論
②
水
道
行
政
③

給
水
装
置
の
概
要
娃
な
ど

８
科
目
の
中
か
ら
出
題
。

全

問
と
す
る
。
ま
た
、

所
有
す
る
技
術
検
定
に
よ

り
一
部
免
除
で
き
る
。

　
な
お
、
試
験
会
場
に
つ

い
て
は
、
９
月
上
旬
に
発

表
予
定
。

　
問
い
合
わ
せ
は
、
同
国

家
試
験
課
（
☎
０
３
・
６

９
１
１
・
２
７
１
１
）
ま

で
。

　

日
に
開
い
た
ゼ
ネ
コ

ン
向
け
の
意
見
交
換
会
で

明
ら
か
に
し
た
。
発
注
方

式
な
ど
に
つ
い
て
、

日

ま
で
意
見
を
募
る
。
そ
の

内
容
も
踏
ま
え
、
最
適
な

発
注
手
法
を
検
討
す
る
。

　
自
衛
隊
施
設
の
強
靱
化

は
、
全
国
２
８
３
地
区
を

対
象
と
し
て
お
り
、
今
後

５
年
間
で
約
４
兆
円
の
契

約
を
予
定
。
実
際
の
工
事

は
約

年
間
に
及
ぶ
見
通

し
だ
。
全
国
を

エ
リ
ア

に
分
割
し
、

～

地
区

を
ま
と
め
て
大
ま
か
な
施

工
内
容
や
工
程
を
示
す
た

め
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策

定
業
務
の
委
託
に
向
け
た

手
続
き
を
進
め
て
い
る
。

　

日
の
意
見
交
換
会
で

は
、
入
札
・
契
約
方
式
に

関
す
る
課
題
と
、
現
在
の

検
討
状
況
を
示
し
た
。
大

規
模
な
基
地
・
駐
屯
地
を

例
に
出
し
、
１
地
区
だ
け

で
も

件
の
建
て
替
え
と


件
の
改
修
が
必
要
に
な

り
、
個
々
の
建
物
ご
と
に

設
計
業
務
や
工
事
を
発
注

す
る
こ
と
が
困
難
な
現
状

を
説
明
。
こ
の
た
め
、
最

低
で
も
地
区
を
発
注
の
単

位
と
し
、
場
合
に
よ
っ
て

は
近
傍
の
複
数
地
区
を
ま

と
め
て
工
事
発
注
す
る
と

し
た
。

　
そ
の
際
、
事
業
規
模
が

大
き
い
地
区
に
つ
い
て
は
、

設
計
業
務
と
は
別
に
工
事

業
者
が
技
術
協
力
業
務
を

受
注
し
、
そ
の
後
に
工
事

の
優
先
交
渉
権
を
得
る
Ｅ

Ｃ
Ｉ
方
式
を
適
用
す
る
と

し
た
。
工
事
そ
の
も
の
は

複
数
段
階
に
分
割
し
、
複

数
年
度
に
わ
た
っ
て
随
意

契
約
す
る
イ
メ
ー
ジ
だ
。

そ
の
際
、
監
理
技
術
者
は

１
駐
屯
地
に
つ
き
一
人
と

す
る
こ
と
も
検
討
す
る
と

い
う
。

　
総
合
評
価
方
式
（
設
計

付
工
事
発
注
タ
イ
プ
）
で

は
、
設
計
と
工
事
を
一
体

的
に
総
合
評
価
方
式
で
発

注
す
る
。
設
計
は
ゼ
ネ
コ

ン
の
設
計
部
門
か
、
も
し

く
は
ゼ
ネ
コ
ン
と
コ
ン
ソ

ー
シ
ア
ム
を
組
成
す
る
建

設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
実

施
す
る
こ
と
を
想
定
。
設

計
の
進
捗
に
応
じ
て
設
計

変
更
し
て
か
ら
工
事
に
着

手
す
る
。

　
こ
の
ほ
か
、
膨
大
な
工

事
量
の
監
督
検
査
業
務
を

円
滑
に
行
う
た
め
の
体
制

案
も
示
し
た
。
ゼ
ネ
コ
ン

が
受
注
す
る
業
務
の
中
に
、

設
計
や
工
事
、
監
理
だ
け

で
な
く
「
監
督
官
業
務
」

を
設
け
る
。
ゼ
ネ
コ
ン
が

品
質
管
理
や
出
来
形
管
理

に
関
す
る
項
目
・
管
理
基

準
を
あ
ら
か
じ
め
発
注
者

に
提
出
し
、
承
諾
を
得
た

上
で
、
品
質
証
明
業
務
を

第
三
者
に
委
託
。
こ
の
第

三
者
が
、
従
来
発
注
者
の

監
督
官
の
役
割
だ
っ
た
現

場
の
確
認
、
検
査
を
実
施

し
、
発
注
者
の
検
査
官
に

結
果
を
提
出
す
る
。

　
各
地
方
防
衛
局
の
発
注

工
事
へ
の
参
加
を
促
す
た

め
、
工
事
発
注
時
に
設
け

て
い
る
同
種
工
事
の
施
工

実
績
に
関
す
る
要
件
を
緩

和
す
る
方
針
も
示
し
た
。

元
請
け
業
者
と
し
て
だ
け

で
は
な
く
、
「
防
衛
省
発

注
の
総
合
発
注
工
事
の
一

次
下
請
け
」
と
し
て
の
企

業
の
施
工
実
績
、
技
術
者

の
施
工
経
験
を
認
め
る
と

し
た
。
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